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1　は　じ　め　に

ソラマメの春播栽培における育苗は，芽出しまで加温し．

出芽揃いを見て無加温育苗するのが慣行である。しかし大

粒種子のため，高温と多湿条件下で，糞やけや腐敗粒を出

しやすい。一方．無加温で育苗すると低節位から開花，着

爽する特性があることを活かし．収穫期の前進と増収をね

らい，育苗日数を変えて検討した。あわせて育苗技術の簡

略化の可能性を検討した。

2　試　験　方　法

供試品種として打越1寸を用い．7．5cmのポリポットに

1990年2月20軋　3月2日，3月12日の3回播種した。

育苗法は．無加温育苗はパイプハウス（外気温±2℃）

内で，慣行（加温）育苗はファイロンハウス内電熱育苗と

し出芽掛、まで23℃に加温し以降を無加温育苗パイプハウ

スへ移動し管理した。なお2月20日播きは，夜間のみ凍結

防止のため．出芽までポリフイルムをベタがけした。

栽植密度は畦幅80cm．株間30cm（4，166株／10a）で4

表2　生育期における生育状況

月10日に露地に定植した。施肥量は，緩効性肥料LP苦土

安555（70日タイプ）を10a当りN．P205，K20各12kg全

量基肥として施用した。土壌改良資材は，10a当り．堆肥

2t，苦土石灰100kg，ヨウリン60kgとした0

試験方法は表1に示すとおりである。

無加温育苗の期間を50，40，30日とし．慣行30日育苗と

比較した。

表1試験区の構成（1990年）

試 験 区
育　 苗　 法 播種期

（月．日）
育苗 日数

出芽 まで 定植まで

無加温 50 日 無加温 無加温 2．20 50

無 加温 40 日 〝 ／′ 3． 2 40

無加 温 30 日 〝 ′′ 3．12 30

慣 行 育 苗 加　 温 〝 3．12 30

3　試験結果及び考察

育苗期の出芽，生育状況を表2に示した。

（10株平均値）

出　 芽

成 苗率

定 植 時

開 花 期

収　 穫　 始　 期

期 日　数 草 丈 彙 数 草 丈 茎 数
有 効
茎 数

最 下着
爽 節位

（月．日） t日） （％ ） （CⅡl） （枚 ） （月．日） （cm ） （本 ） （本 ） （節 ）

始

（月 ．日 ）

3 ．1 2 2 1 8 5 13 4 5 」 3 6 2 4 ．5 4 ．5 6 ．3 6 ．18

3 ．2 6 2 5 9 9 8 3 5 ．2 2 7 0 5 ．8 5 ．2 3 ．7 6 ．18

3 ．2 9 1 8 7 9 7 2 5 ．2 8 7 1 5 ．2 4 ．6 4 ．4 6 ．2 1

6 ．6 5 ．23．23 12 85 ロ 『 5．31
注．最下若葉節位は，最長茎のものとした。

播種から出芽までの日数は，慣行の加温育苗で12日，無

加温育苗で18～25日を要した。無加温育苗では，出芽まで

の目数は外気温に左右され，比較的好天で推移した2月20

日播で短くなった。成苗率は，無加温30日区で腐敗がやや

多く，低かったほかは，慣行育苗区と無加温50日区で85％．

最も優れた無加温40日区は99％であった。

定植時の草丈茎数は，慣行育苗区で優れ，次いで無加

温50臥40日，30日区の順に低くなった。無加温育苗区は

全般に糞色濃く－　しまりの良い苗が得られた。

開花期は，慣行育苗区に比べ∴無加温育苗各区で早まる

傾向にあった。

収穫始期における生育を表2で見ると，草丈，有効茎数

とも慣行育苗区で旺盛であり，若美節位は無加温育苗区で

低下した。生育後期まで主枝優先の草姿であった無加温50
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日区は，生育虫不足で十分な効果が得られなかった。これ

はポットサイズが小さかったため，老化苗が植えられたこ

とによるものと考えられる。

収穫は慣行育苗区が6月28日に始まったのに対し，無加

温50日，40日区で10日，無加温30日区で7日早まった。

10株当り英数・夷垂を表3に示した。

無加温育苗区は慣行育蔚区に比べ，株当り着英数は少な

いものの，低節位から若美したため，充実した英が収穫さ

れ，上物率も高かった。a当り収量は，無加温30日区＞無

加温40日区＞慣行育苗区＞無加温50日区の順であった。

収量構成を表4に示した。

1英拉致別美東割合は，慣行育苗区の1位爽割合が29％

に対し，無加温育苗区は11～19％と低く，3位爽割合は30

表4　収量構成

蓑3　収量調査

試 験 区

10 株 当 り a　 当　 り

英 数 爽 垂
茶 壷
対 比

爽 垂 上物垂 上物率

（個） （g ） （％） （kg） （kg） （％）

無加温50 日 1 16 2．8 92 87 120 103 8 6
無加温40 日 150 3，588 108 149 120 81
無加温30 日 14 0 3，8 10 114 159 142 89

慣 行 育 苗 158 3．329 100 139 99 71

注．上物率～2粒爽以上

％という高い割合であった。平均1美東は1粒英～3拉英

にかけて無加温育苗区が重く，このことからむき実重歩合

（むき巽東÷爽電）は26～28％と高い値を示した。

（10株当り）

試 験 区
1 夷 拉 数 別 実 車 割 合 （％ ） 平 均 1 莱 重 （g ） 時 期 別 収 穫 割 合 （％ ） む き 実

垂 歩 合
（％ ）1 粒 2 拉 3 拉 4 拉 1 拉 2 校 3 校 4 拉 前 期 中 期 後 期

無 加 温 5 0 日 14 5 0 3 2 4 16 ．2 2 5 ．3 29 ．6 4 0 ．8 7 7 18 5 28

無 加 温 40 日 19 4 3 3 3 5 20 ．2 2 3 ．6 2 9 ．6 3 5 ．0 6 6 3 3 1 26

無 加 温 3 0 日 1 1 4 8 3 2 9 1 6 ．7 2 7 ．5 3 2 ．4 3 4 ．8 2 4 7 0 6 28

慣 行 育 苗 2 9 4 7 2 1 3 1 5 ．8 2 2 ．2 2 7 ．5 5 0 ．5 － － 1 0 0 2 1

注．時期別収穫割合は，収穫期間を3等分したものである。

4　ま　と　め

秋田県でのソラマメ春播栽培は，収穫期間が10日前後と

短かく加えて単収も低いことから，収穫期の拡大，単収向

上が課題となっている。

本朝では∴無加温育苗の日数を変えることで慣行育苗よ

り10日程度収穫が早まり，収穫期の前進による作期拡大が

確認され，あわせて2粒爽以上の充実した葵が得られたこ

とから，慣行育苗より増収することがわかった。無加温50

日区は，鉢サイズを変えて再検討する必要がある。

また，無加温育苗することで．電熱線等の資材が不要に

なり，育苗が容易である。
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